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1 研究課題

1-1.研究の目的

インドにおける仏教への改宗は、近年、仏教佑軍動のメッカたるナーグフツレ市(マノ¥ーラーシュトラ

川1)以南においても活発である。それを牽引するのがインド人のボディ・ダンマ僧侶 (BhadantB吋凶

Dhamma) 1で、ボディ僧侶は2∞o年ごろからカルナータカ州およびアーンドラ・フ。ラデ、ーシュ州におけ
る改宗活動を亘点的に行ってきt~ 南部インドにおける活動に勢いをつける出来事として、 2∞3 年のバ

ンガローノレ(カルナータカ州の州都)における8万人のブ覗模集団改宗の新子がある。

この大規模改宗と同じ年、カルナー夕刻、卜|ビジャフ。ル市に仏執里担に基づく青少年育成施設として禅

塾慌酪 :B吋hiSatva Dr.Bab醐巴:bAm凶karBhikhu Academ凶 dcト捌Soge吋iZenMon酬がが設立さ

れた。ここでは未成年の男子が寄宿生活を通して学校教育を受けるとともに仏教教義ぞ禅について学び、

塾を卒業する時には僧侶になることが奨励される。

1956年0)集団改宗新T以降、インドにおける仏新お軍動は、当事者による仏教への改宗とし、った短期

的かっ直接的な行動が、注目されるが、一方で、改宗後の信伽樹寺や仏新走の再生産のサイクルとし、った

中・長期的な問題については不明な点が多い。本件調査は、次世代育成に取り組む青少壬手育成施設の実

態とそこを手Ij用する人々の霞搬や属性を調査することで、仏教的青少年育成施設としての禅塾のf嬉ト

意味・ネットワークを検証し、中・長期的な視有、で活動するインド仏教徒の視座とそのコミュニティの

実態に迫るものである。

なお材高の第2-----3章は2011年 1月に京都市で開催されたRINDAS2国際シンポジウムにおいて発表し

た内容を力嘩修正したものである。

1・2.調査の方法

本件調査では、この禅塾に通う子弟および、その親族への属性調査を実施し、禅塾に入塾する子弟の家

庭環境、入塾理由、実家における周辺コミュニティとの関係などを塾生本人とその親族の視庶から聞き

1 1961年、インド、共和国マハーラーシュトラ州什」グ、フツレ市生まれもインド社会では不可触民とされる附及の出身。生家は

仏教徒で、あったが、政府へはヒンドゥ~新走(マノ、ーノLうとして登録してし 、た。高お性になるまでは、自分の出自を自覚す

ることはほとんどなかったが、高校H寺代の劃リ同験により、自分が不可触民であることを強く自覚し、カーストを超える存

在として仏教徒となり出家した。その後、佐々労勢嶺儲呂の紹介により、ビ、ノ、ーノ吋1'1ブッダガヤにある印度山日本寺(位、教

萌完としての宗新商のほか、インドの宗教崩止法人として、鯛斗保育施設そ捌当医療施設等の紅会事業を展開する組織

で2年間修行己1986年(25樹、臨済宗南禅剤取の富士到樹首呂の紹介lこより、岡山県の曹源寺(臨済崩少心割問 lこ入り、

15年修行。 l明 年以降は、 l年のうち2ヵ月はインドで活動する機会を設け、日本とインド併主復とし、う白舌をする。 2側

年(39掛 頃よりインドでの活動を本格化し、ナーグフツレ市以南を中以こ活動している。

2 RlNDASとは、人間文化砂防醐荷主断砂防討鎚事業 「現代インド雌姉閲青路大学拠点青路大塑見イもインド砂防Eセンター
(Cen加・ゐr出eStudy ofContem伊rruyIndia at Ryukoku Univ巴rsity)の略称である。
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取り、仏耕句青少年育成施設としての禅塾の儲リ・ 意味 ・ネッ トワークを検証した。

禅塾において塾生から家樹蕎成などの基礎↑静院を聞き取り、後日、 塾生の実家や所属コミュニティを

訪問してd情報の確定 ・修正を行ったもので、ある。

1・3.調査期間

・2010 年 10 月 14~26 日 (ナーグフツレ 14~18 日 、 カルナータカ州 19~26 日。 うちビジャフツレは19

~22 日)

・2010 年 11 月 4~7 日 (ハイデ、ラバード 4 日 、 ピジャフツレ市他、 塾生の自宅訪問 4~6 日 、 ノ\イデ、ラ

ノ〈ード7S) 

・2010年 12 月 2~5 日(ラクナウ 2 日、 カンプーノレ3~4 日、 ラクナウ 5 日)

・2011 年2 月 25 日 ~3 月 2 日 (バンガロール25 日 、ビPジャフツレ26~2 日 )

2.ナーグプノレ以南における改宗・決起集会

2-1 ボディ・ダンマ僧侶について アンベードカル思想の継承と発展

ボデ、ィ僧侶は、マハーラーシュ トラ州ナーグフツレ市の出身であり、母語はマラーティー語で、ヒンド

ゥー教では不可触民とされるマノ¥ール (M油ar)3をその出自とする。 18歳でt左々井秀嶺僧侶 (BhadantAIya

Nagatjuna Shurei S制 i)4の下で出家して以降、日本での修行期間以外はナーグフツレ市で佐々井僧侶ととも

に活動してきた。 1994年ナーグ、フ。ル市において、国際仏教青年会(IntemationalBudd凶tYouth句叩ation.

以下IBYO)を設立したのが、彼の独自活動の第一歩で、あっfこ。 以後、活動拠育、を徐々にシフ トさせ、 現

在で、はナーグフ。ル市以南全域を広く移動しながら活動している。

インド外の下層民衆コミュニティとの連携にも熱心で、海外lこ移住したパンジャーブチ|、|出身の不可触

民コミュニティ (チャマーノレ)をイギリスに訪問したり、それらの者がパンジャーブ州に一時帰国する

際に、当該集落に招かれて集会を開催したりもする。 このチャマール・ コミュニティはまだ仏教徒では

3マハーラーシュ トラ州、|で最大の不可触民カース 卜。マハールの倒殉矧談業は、死んだ言語の交曜、中村是非嘉の前・村の入り 口

などの清掃、地捌支払し、のための農閑呼ひ油し、脱穀新コ見張り、村・田畑などの境界線の記憶と訴訟における証言なと守で、あ

った。また、その多くは土地なし農民として農業にも従事した。ヒンドゥー教の観的冶らこれらマハールの倒潟明一哉業は不

浄視されており、また加えて、 肉食、特に牛肉を食すマハールの習慣は不浄とされた。

4 1935年同 30日、岡山県新見市菅生相l閉生まれの 1955年 (20掛に高尾山薬主主完慎者調山派)にて出家した。 19而

年 (31劇の賎タイへ留学し、1%7年 (33鵡にインドを訪れたλ当初、ラージ勅レの日本山掛去寺にて修行するが、日

本ハの帰国の前日、青闘のお告げによりナーグプノレ市〈赴き、指導者を失し、困惑してし、た仏新走を宗教拘 ・精桝旬こ指導す

るようになった。 1987年、インドに帰化し、王到生は大菩提寺奪還運動 (1992年から開始され、大菩提寺の管理権獲得

のための断食・デモ行進など)を推進した。近年は仏教遺跡発掘にも取り組んでしも。 BJP政権下、 2002年にはNMC

例ationalMinorityωmmission:マイノ リティ;委員会)の委員こ任命され、 3年の任期を務めた。佐々井秀嶺の活動については

[島 1995J[白鳥 1995J[山際 2000Jに詳しい。
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ないが、アンベードカノ1)[;:5齢、関心を示している。

ボデ、ィ僧侶は常に仏教僧の衣を着用しているが、教学や説話といった仏教関係の話よりはアンベード

カルに関するエヒ。ソード、著作、演説内容に関する話に割く時間の方が圧倒的に多しL本件調査時でも、

アンベード、カルが下層民衆に対して付与したもの、それを現代の自分たちがどのようl乙継承していくか、

差別をどのように受け止め、し、かに克服していくかとしづ話が中心で、あった。ボ、デ、ィ僧侶の中で、はアン

ベードカルの考え方、述べたこと、成したことの全てを理拍手し実践すること、それこそが仏教への理解

であり実践であると考えている。「アンベードカノレ」を知ることが仏教を学ぶことであり、逆に仏教を学

ぶことはアンベードカルを学ぶことであるため、アンベードカル想現平を欠いた仏教とし、うのはあり得な

いとし、う理解である。

アンベードカルの出自と人生は、州、|や言語を超えて、まだ不可触民としての生活を強要されている人々

に対し、希望と活路を開くとしづ信念がボデ、イ僧侶にはある。ボディ僧侶が頻繁に使用してする言葉と

して“our戸ople"としづ言葉がある。これはマハールで、はないけれども、同じような思いをしている人び

と、同じような生活を強要されている人びと、カースト ・ヒンドゥーからひどし頓いを受けている人び

と、としりた多義的な意味を持つ。ボディ僧侶は、厳密にこの言葉の意味を定義することはしないが、

参集した人びとが、それぞれの思いで角輯Rしながら、時に涙しながらボディ僧侶の話に耳を傾けていた

ことは印象的で、あっfこ。ボ、ディ僧侶はヒンディ一語、マラーティー語、英語で話すが、必要に応じてキ

ーノf-Jノンたるコミュニティの有力者やその息子が現地の言葉に直して、通訳形式で集会を行う。

ボディ僧侶の活動は2∞0年ごろから南インドの中で、もカルナータカ州およびアーンドラ・プラデーシ
ュ州における改宗活動に力点を移し、現在の形式をとるようになった。特に2∞3年にはバンガロール(カ
ルナー夕刻、|、1)で8万人規模0)集団改宗を者7し、活動に勢し、がっし、た。

2・2 ボディ・ダンマ{劃呂lこよる決起集会のj赦Lとパターン

ボデ、ィ僧侶は下層民衆の集落を訪問し、仏教への改宗式を新子することに加え、改宗前後の集会やイ

ベントを企画・実施する。本件調査では、 OBC(その他の後進附設)やムスリムが隣接する村に居住し

ているケースもあるが、いす汎もホラヤ但olaya)あるいはマハールと呼l立Lる人々が大半を占めていた。

5 B凶nraoRamjiAmbedkar(1891一1956).コンカン地方の不可触民マハーノレとして生まれた(14人兄弟の末子)。不可触民と
して当時異例の教育を受け、アメリカ、イギリス、ドイツ等への留学の後、 1922年に弁護士の資格を噺尋した。 1924年ころ
から弁詮tとして不可触民問題に取り組むと同時に、政界回生出し1930-40年代には不可触民解放運動の指導者として、マ
ノ、ーラーシュ トラチ卜|を中IL.'(こ活動を展開した。 1942年に労働大臣、1947年に泣誘大臣として入閣し、憲泣屯草委員会委員長
としてl抑年にインド共和国憲法を発布した。 1956年10月14日、ナ」グプル市におし、てイi教^4喋団改宗を端子し、同年
12月6日に府交した。しわゆる 「新{与謝也からは父とも萄蓬とも尊敬される。「不可触民の父」と呼尚も、近年は、イム樹走
に限らす三指定カースト日「不可触悶)やその他の下位カーストからの尊敬も集める。
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アーンドラ・プラデーシュ州の一部士出或には、元ナクサライト(共産主義武装集団)の活動家もいた。

手法としては、アンベードカル股思を角宥見・鵡周しつつ仏教について演説し、時にはデ、モ行進やシュ

プレヒコールを用いて、仏新走の荷主をコミュニティ内外にアヒ。ールする。樹縛 (JaiB凶n6)、白い装

束の着用を奨励し、共通のスローガンやキャッチ・フレーズを使用する。

各式典・集会は、ボディ僧侶の移動時間に合わせて 1Sのうちいつでも行われる。各式典・集会ごと

の若干の相違と何故はあるものの、共通して一定の流れとパターンがある。開始から終了までおおよそ

90'"'""'120分程度で、住民の出迎えに始まり、住民の見送りで終わる。決起集会の流れとパターンを時系列

で苛そすと以下のようになる。

• IBYOのメンノ〈ーが、 一行を宿泊所もしくは幹線道路まで迎えに来る

・会場到着
・青年会相蹴有力者との打ち合わせ
・ボディ僧侶を含め、ゲストは会場前方に設置されている椅子に着席。聴衆はゴザ・布 ・椅子などに
座る明!棟とは対時するような位置関系)

・会場前方に安置されているブッダとアンベードカルの像・絵画に献上丁・献花・献香
・三帰依文などの仏教経典を全員で唱和(おおよそノ〈ーリ語)
・ボ、デ、ィ僧侶がゲ、スト来訪の目的を紹介
・ゲストによるスピーチ
・ボディ僧侶スピーチ
・ボデ、ィ僧侶は布施を受ける
・記念撮影
・欄斬幕引'1Ji其などを持って、仏新走宅 ・寺 ・集会所などへ移動(一種のデモ行進伏態になる)
・仏新走宅・寺・集会所で施食を受ける
・集会関係者への挨拶
・退出(次の会場へ移動)

6 ビームラーオ・アンベード、カル (B凶nraoRAm凶kar)の名前からきており、原意は 「ビームに勝利あれ」だが、 「アンベ

ードカル万高知とし、った意味あし、で世用される。広くインドで交わされる挨腕吾 「サマステー」のように、他者と対面した

際、 53'此Mコ際などに使用される。より丁寧な挨拶の場合は、 「ナマステー」の時と同様、両手を合わせて 「ジャイ ・ビーム」
と言う。
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写某1:会場ーまで先導するノくイク隊 写宴2:町中での集会後の様子 写真3・仙新走宅での会議の様子

2-3.改宗母体

これまで、ヒンドゥー教から仏教への集団改宗は、マノ¥ーラーシュトラ川|における最大の不可触悶靖

級で、あるマハール (M油ar)を母体とすると考えられてきた。マハールの 75%は仏教徒であるともいわ

れる[Ze血ot1998: 127Jo 1956年以降の集団改宗も、マハーラーシュトラ州を中心に実施されてきた。佐々

井秀嶺僧侶 (BhadantAIya Nagatjuna Shurei Sぉ勾)の改宗活動は、マノ¥ーラーシュトラ州、マッディヤ・プ

ラデーシュ州、チャッティスガノ吋|代行われ、いずれもマハーノレ・コミュニティを中心に劫包されてき

fらしたがって、仏教への集団改宗は、マラーティー語もしくはヒンディ一語圏のマハール・コミュニ

ティでのみ活発であると考えられてきた。併せて一般に、 1956年における仏教への集団改宗によって生

じた仏新走の 90%がマハールからの改宗者だとい、われているため、仏新走=マハールとし、う固定観念

は根強い。佐々井僧侶の拠育、であるナーグフツレ市周辺では、マラーティー語でレ〈ウッダ， (Bauddha) J 

の意味は 「マハーノレ」であるとさえされている。

本論文 2・2 において、調査地のいずれもが元不可触民集落であること l地ベt~ このとき聞き取った

カースト名称や伝細明哉業に鑑みるに、ホラヤ (Holaya)とマハールは同じ不可触民品、うカテゴリでは

あるが、川|も異なるため別個の集団で、あると考えられた。しかし、興味深し清己主があっ九古い著作か

っボンベイを中心に述べられたもので、あるため同一で、あるとみなすには也意が必要であるが、エントー

ベンによれば、ホラヤはマハールの下位区分だとあり、服装や装飾品はマハールと画割以しているとある

[Enthoven 2008(1922): 74-75J。また、「大地の子J(s伽miputra;son of the soil)と称されるマノ¥ール同様、

マイソール(カノレナータカ州)ではホラヤも「大地の子」と称される [Ibid.:75J。さらに、ホラヤはマラ

ーティー語圏のマノ¥ール居{主地域およびグ、ジャラートなどに分布し、死肉を食す。牛を食u酉類を飲む

ことも [Ibid.:80・81J、マハールと同様である。職業に関し、死んだ動物の移動・処理、軒強忠査、農繁期の

農作業、村の境界の清掃、村の境界や池の見張り番、隣接する村聞のメッセンジャーなどがホラヤの伝

統的な生業で [Ibid.:80J、マハールとほぼ同様の役割を担っている。

調査地においては、ホラヤがマハールの下位区分だとの言説に触れることはなかったが、ボデ、ィ僧侶
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がホラヤ集落に入っていくことがで、きた理由のひとつに、 言語・習慣・差別体験等のマハールとの類似

性があったことは確かであり、この意味するところがマハールの下位区分としてのホラヤであるならば、

ホラヤ集落へのアクセスの容易性は、こうした出自の親和性に強く依存したものとなる。

調査地で、出会ったホラヤがマハールの下位集団として位置づけられるなら、その意味において、仏教

徒運動は、広い意味で、のマハール・コミュニティ内部での動きとなる。しかし、少なくとも今回聞き取

った限り、ホラヤ民衆は自身をマハール￠傍系だ、と白羽でするようなことはなかっt~ エントーベンの記

述はさておき、他者から見て同一瀬似で、あったとしても、当事者が違うと意識しているのであれば、そ

れを尊重する必要があろう。今後の調査でさらに明らかにしてして。

3.禅塾

3-1.禅塾の運営

ボ、デ、ィ僧侶は仏教を修行するために、インド、で、の師で、ある佐々井僧侶によって、岡山県の曹源寺(臨

済宗)の原田正道僧侶の下に送られた7。その影響で、臨済禅の修行で培った既習や仏教学を実践する場

としてこの禅塾がある。カノレナー夕刻卜|ピジャプルに 2∞3年に設立された禅塾備酪:Bodhi Satva 
Dr.Baba抽出血nb剖karB幽lUAcadem凶 dc明 Soge司iZenMonas町)には、 11歳以上の男子なら劫買す

れば、無条件で入塾できるえボデ、イ僧侶を支援する日本からの寄付金によって建設された90主にカルナ

ータカ州およびマハーラーシュトラ州の子弟が応募してくる由である。寄宿生活を通して仏教教義や禅

について学び、塾を卒業する時には僧侶になることが安拐bされる。

塾内では僧衣を着用して朝夕に斬7を行うが、日中はシャツにトラウザーといった一清支的な服装で地

元の公立学校へ通って勉強する。食事の準備、掃除などは当番を決めて行う。塾を不在にすることの多

いボディ・ダンマ僧侶に代わって、以前は聖生で、あったボデ、イ・プラッギャ僧侶 (Rev.B吋凶Prajna.26歳)

が現在の塾生損支の運営管理を行っている。開斤、仏新走や仏教に強い興味を持つ人が、完封穆鰐持家庭

における儀式を依頼しに来る。依頼者の仏教に対する珪境問こ応じて、ボデ、ィ僧侶や、ボディ・プラッ

ギャ僧侶が対応する。

2∞9年10月に筆者が初めて禅塾を訪問した際の塾生の年醐蕎成は、 10歳l人、 11歳0人、 12歳2人、
13歳4人、 14歳5人、 15歳4人で、あった (1人は不明)。これら塾生17人およびボディ・ダンマ僧侶、

7曹源寺は、岡山県岡山市紗ト(中区円山)，こ位置する臨済親少心剤取の禅寺である。通常、住職の原田正道イ醐を除き、他

は全て海外より来日した修行噌であるため 「外国人の寺」としても知られる。

B現在は男子のみ受け入れてしも。これは男世旨導者が男子生徒を指導し、女世鱒者が女子を教育するとし、う倒産観に依っ

てしも。指導にあたる人材の確保を前提として、将細切こは女子も受け入れてし略的、由とのこと。

9岡山県の曹源寺や錬心館道場にかかわる人々による寄付等で運営されてし、る。
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ボディ ・プラッギャ僧侶から聞き取った内容は次のとおりである。

・塾生の募集は、新聞に公告を出す。応募資格として、 SC(指定カースト)もしくはST(指定部族)
であること、 11歳以上、男子、禅塾卒業時には僧侶になることなどを記載する。書類審査後、面接

をする。

・応募謝牛を満たし、本人と親の希望があれば、ほぼ無条件で受け入れる0
・毎年、 60人程度が応募してくるが、大半出会中でやめていく。
・これらの少年の中から、 l人でも僧侶が輩出できればと思う。
・親は、禅塾を鮒物ホステルのような相生と考えているようた
・本来はそのようなことでは困るが、実際に生活する少年が学校教育を受け、仏教を学ぶことで、僧
侶になるあるいは別の形で社会の役に立とうと考えるようになればそれでいい。

・そういった場を提供することが、禅塾の最大の意義である。
・聖庄のうち7/17人は将来、僧侶になりたいと思っている。
・塾生のうち4/17人は将来、学校教員になりたいと思っている。

写真4:禅塾外観 写真5:塾生たち Gω年10月)

3・2.禅塾における生活

写真6:禅室拘(ブ、ツ夕、とアンベ
ード、カルうがR占つである)

禅塾は、原則的に仏教僧侶育成機関である。10代の青少年を対象として、見習し憎としての共同生活

を通して、学校教育と仏教教育を享受できる施設としての機能を有している。但し、塾生の全員に僧侶

になることを強要するのではなく、現段階では入塾者の中から一人でも多く、将来僧侶になる者がし、れ

ばよい、僧侶にならなくても実際に生活する青少年が学校教育を受け、仏教を学ぶことを通して、将来、

別の形で社会の役に立つようになればよし、とボ、ディ僧侶は考えている。この意味で、仏教僧を養成する

ことが必ずしも重要なのではなく、仏耕句梯子で物事を観ることのできる人間を育成することに主眼が

置かれている。
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ただこの場合、仏教といっても、 日本の臨済宗で用いられる経典類、 言語使用、価値観、時間観合、の

桝且みで運営されている。食事の際も、禅寺での食事問去に員Ijり、私語は許されず、決まった形式で秩

序正しく飲針子為がなされる。時間や物の配置に関しておおらかなインドにあって、禅塾で実践されて

いることは規格・規程どおりである。禅宗に関する婦哉と'儒Rを多少なりとも持った者なら、規律正し

い禅の精神がここ禅塾で実践されていることを目撃するだろう。

禅室嘩営の資金源が日本の寺院(臨済宗の曹源寺)を取り巻く人々およびその寺院が開催する座禅会10

への出席者の寄付金であることに鑑みると、禅耕句教育を描生するのも車両専がし、く。

[Tune Table] Indosan Sogenji Zen Monastel)'， India 

Moming 4:40 Wakeup倒|

5:∞-5:泊 Chanting (Pali & Ja問問舘j附nhin

5:羽・6:羽 Zazen(M剖刷on)Han

6:∞ sa但朋
6:羽-7:∞ 附nhin(Walking陥ditation)

7:∞-7:泊 Shukuza(B~回陥st)

7:羽・8:羽 Soji(CI回ning，o晦ideandinsi制

9:∞-11 :羽 Zazen 

10:∞ sa限:en
11:30 -12:∞ 附nhin(Walking M剖itation)

Aftem∞n 12:∞・12:羽 sa回(Lun出)
After Lunch 1:印 Rest 

2:∞-3:泊 Teiso (Dhamma Dis制限)

3:羽-4:∞ Ne加norai(Toilet) 

4:∞-4:羽 sa悶打田有rne)
4:泊・5:泊 Zazen 

5:羽・6:∞ 附nhin(Walking陥ditation)

Eveni旬 6:∞-6:泊 Yakuse同(Dinner)

6:羽-6:印 Ne困問問(Bathroom)

7:∞-7:羽 附nhin(Walking M剖陶甘on)

7:泊-8:羽 (D即刻限onM剖陶tion)

Night 8:羽-9:∞ Chanting (Pali and Ja問問)

9:∞-9:泊 Yaza(Nk;)htS耐ng)

9:羽-10:∞ Toilet and R<田t

10:∞ Ughtoff 

10 
岡山県の曹源寺そ親心強髄場こ村わる人々によの寄付や 「菩晶心を発(おこ)そう会」品、う坐禅会山々参加費キ寄付

等で運営されている領地て叩聞き取りのまま)。聞き取りでは 「・・・発(おこ)そう会」であったが、下記のウェブサイ

トlこは 「・・-発〈おこ)しましょう」事務局となっている。hωゾルWW.凶わ釦ne.inlhome!凶凶岱包/indo1O.html 

hl1D:/1八れ机~.lU加n.ne.inlhomelba凶est晶 indo9.htn甘
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写真7:塾生。010年11月現在)

写真 8:食後の勉学風最

rnodsan !lOGC!nJI zC!n mOna!lTern 
属品岳世長旦元凶

-/1. Hannya ShingYO[EngUsh)般若心経(pralna回目milaHrdaya 
5U!日)

、..-2. TeiOai DenpゅBussor10 Myo Go(Dhamma transmission 

Ilneage)通代伝法悌相の名号

〆3.Hannya Shlngy"般宥心経TheHeart Sut(a of Perfect wisaom 
Honzon Eko本尊囲内

4.0aihishtl 大悲しゅ

Soshi Eko，Kaisan E防相師通回向，銅山通阿 l何

事.Hakuin Zenji ZalE!n Was嗣白隠禅師座禅和議

Zaikei Eko有家問l向

6. En~、eiJlkku kannon gyo(33TIm叫延命十句観膏経
7. Shuku Sol Gan 四91.官版文

The 80dhisdttva Vows (English) 

面11盃as三り豆函
1. Trisaran主婦成

2. Panchsl噌 01五戒

3. BUddha，Dhamma，Sangha叩 ndana乙宝経

型四115u!r計 調
1. Ton Buddha nam" Uyuu but，u myou)十 仏名
2.Flve reflect町四 (GDk四 monJ 五観文

l山iCOU~空 Su~s画期
1. OaihlshU(3 Times)大掠しゅ

2. kai kyou Ge 閉経げ

前述した2∞9年の訪問時には17名いた塾生が、約l年が筒品した2010年の本件調査時には8名にな
ってい乞通常は、新聞広告を用いて 6月頃に入聖位を募る。今期は、入聖授イ相号制こボデ、ィ師は日本

に行って不在、留守預かりのB.Pragnya師は大学の誤験を受けに他所lこ行っていたため、受け入れ体制が

十分で、なかった(通常は、 60名くらい受け入れ、最初の 1ヵ月ほどで自主的に退塾してして子弟がいる

ため、新規入塾から3ヵ月ほどの間で20名ほどになる由)。今期入塾当初は20人ほどいた塾生も、 4カ

月目を迎える 10月には8名となってしザ日

少人数ということを逆手にとって、本件調査では全員の塾生に家庭訪問を実施した。禅塾の立地する

ビ、ジャフツレ市から車両で、日帰りできるE国的こ実家がある者が7名包名はビ、ジャフツレ市から 15回1、l名

は30km、3名はωIkm、l名は 160km)、l名は日帰り不可能で、あった(ピジャフツレ市から3∞Ikm)o8名
全員の出自はホラヤ (Ho!aya)、母語はカンナダ百吾であるが、初歩的なヒンデ、ィ一語は理解で、きる。かつ

て英語を教えるために外国人が禅塾に滞在したこともあり、初歩的な英語も使用できる。各塾生への自
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宅訪問の前後には、ほぼ必ず出或の仏新走集会が開催された。ボデ、ィ僧侶もしくボディ・プラッギャ僧侶

が、ゲスト(つまり筆者)と塾生を伴って地蛾を訪問する旨連絡を取るため、細或有力者もしくは青年

仏教会が集会をアレンジしてし、九集会開催の主な流れは、材高2-2.におし、て示したとおりである。

3-3 塾生の家庭訪問

No.1 &2 Kama Bodhi (以下K.B.)およびBodhiDaya (B.o.)の家

場所:Ukumanal Sh吋(禅塾から南東lOkm)

特記 :2∞6年、以前田主してし叱村料如kで沈んだ、ため、 GramPanchayatが割り当てた場所の仮設住宅

(アルミトタンの壁と屋根、 100世帯)に移転した。SC(指定カースト)、 OBC(その他の後進階

級)、ムスリムがレーンを分けて混在する。2km先に新しし、村を建設中。一家庭あたり 2.5X2.5mの

士聞の空間に居住(台所込み、薪使用)する。この兄弟の家は、父 (49歳)母 (30歳)弟 (6歳)

妹 (4歳)が同居。母方の祖父母の家も同じコミュニティ内にある。

入塾のきっかけ:家にしもと父親に暴力を振るわれる。就学年齢であるにもかかわらず、この却蛾から

学校八行っている者はほとんどいない。

(Rs.:インドの通貨ルビー)

家族 年齢 暗撲 備考

父 49 タクシ寸軍転手 酒飲みで家族に暴力を振るう。収入Rs.l20/日。

母 30 主主語・日雇し、労働 夫とは親戚関係。収入Rs.l∞/日。

K.B 13 7年生・聖生 将来は医者になりたしも

B.D 11 4年生・塾生 将来は警察官になりたしL

弟 6 未就学 母は禅塾に入塾させたいが、父は関す。

妹 4 未就学

No.3 Dhamma Ki凶 (D.K.)の家

場所:Gulbarga県柏lamgi村(ビ、ジャフツレ市から北東lω回1)

特記:父が2010年6月からドバイに出稼ぎ。村の中で多くの家庭がドパイ出稼ぎ:五五験(出稼ぎの収入で

家を建てる)。

入塾のきっかけ:母の兄で、ある地元有力者で地子出ンチャヤト成員のアンパライ氏の紹介。
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家族 年齢 暗撲 備考

父 30 ドバイで就業 糊重は不明(少なくとも妻明日庁の人は謂哉してし、なし、)。

ドウノ〈イで、出稼ぎ、中Rs.2C削Rゲ月、重良行送金あり。

母 26 主婦 地元有力者Ambarai氏の妹専業主主語。

D.K. 11 5年生・塾生 将来は学校教員になりたしL

妹 未就学

No.4 Vinaya Bodhi (V.B.)の家

場所:Sindagi (ピジャフツレ市内から東北東ω凶)のJaiBhim Nagar。集落内の仏新走は70/200世帯。

特記:家庭内にTVあり、携帯需 古あり、 電気あり、冷蔵庫なし。AshrayYojna (指定カーストへの行政

による支援スキーム)で、家を建てt~

入塾のきっかけ:父の弟=ココナッツのビジネスマンがy.B.を禅塾に連れて行った。Ban阿Iの運転手

Mundappa 氏が禅塾を紹介。 叔父が施設を見学しに来て決めt~

家族 年齢 職業 備考

父 38 水運び 10年前、アンベードカルを知って仏新起こなっ九

フ。ラスチックポット 6つを輸送して一回Rs.l5の収入

朝5時から夕方6時まで。何回運んでいるカヰ土わからない。

母 32 市役所の清掃 結婚後、仏新起こなっ九収入Rs.4C削/月。

京市 15 10年生 学音階了まです子きたい。医者カ教員になりたい。

y.B. 13 8年生・塾生 将来は助litNay紘ar(ダリットリーダー)になりたい。

妹 11 6年生 女子の入学が許可されれl'i禅塾に入塾するかもしれなしL

弟 8 2年生

No.5P悶shantBodhi CPsht.B.)の家

場所:Sindagi (ピジャフツレ市内から東北東ω同)のJaiB凶nN砲M。集落内の仏新走は70/200世帯

特記:仏新走で、はなし、が、アンベードカルを知ってしも。家庭内にTVあり、冷蔵庫なし、電気なし。白羽shant

B吋凶の祖母の家(実家はSh剖pur，。 父の死後、祖母の家へ移ってきた。現在は祖父が Shalpurで一

人暮らし)。この家は借家

370 



入塾のきっかけ:y.B.父の弟(=祖父の弟の息子)=ココナッツのビ、ジネスマンがPshtB.を禅塾に連れて

千7っfこ。

家族 年齢 職業 備考

父 死亡

祖母 50-55 市役所の清掃 一〈話を聞くことができすうー

母 37 市役所の清掃 寡婦年金Rs刷 /月を含め、農業収入(Rs.判/日X25日間支)

を合わせてRs.l6ω/月平盟主

結嫡麦、仏新起こなっ丸

息子に僧侶になってほしくはない。

古市 18 ホステルの料理人 結婚したが、夫が出て行く。

安市 16 E励昏 夫の場所 (30kmのE噛)で暮らす。

Psht.B. 13 8年生・塾生 将来はエンジニアになりたし、。

村のω家族のうち25家族州ム初志

彼らが仏教胡:完を建設しt~

彼らが自分に敬意を表してくれる。

弟 11 6年生 2度禅塾に入れるが、戻って来fこ。

No.6&7 Dhamma Raja (D.R.)およびDhammaGosh (D.G')の家

場所:Ka也凶到着 (Sindgiから 5km:ピジャブロノレ市内から東北東65km)。集落内の仏新走は40世帯。

特記:仏新走ではなし、が、アンベードカノレは知ってし、る(生説際などで)。家庭内にTVなし。

入塾のきっかけ:母の姉がBij叩ur在住で、 「し、し、学校がある」と母に紹介。母が禅塾に入れる決断。

家族 年齢 暗撲 備考

父 35 クーリー(荷物運び) 20代前半にムンパイで出稼ぎ、→家を建てた

Rs.l50/日、日階木日

母 32 クーリー Rs.80/日、イ木日なし

姉が B抑 ur在住で、「し、い学校がある」と紹介→朝交とし、

う言高哉なので、僧侶にはなってほしくない
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D.R. 13 7年生・塾生 将来は僧侶になりたい

D.G. 11 5年生・塾生 将来はリーダーになりたい

妹 9 3年生

NO.8 Prasanna Bodhi CPsnna.B.)の家

場所:Berula村(ピダル市内から 15km:ビ、ジャフツレ市から3∞Ikm)。集落内40"-'50世帯のうち2-3世帯
を除き、仏新屯

特記:幹線道路から一番近い、村の入り口に家がある。家庭内に電気 TV、携帯電話、冷蔵庫なし。母

は「仏新走ではなし、」と言うが、 日々 の信{f[形態を聴取すると、ヒンドゥーの神々ではなくアンベ

ードカルとブpッダを杷っている。書類上は iSCJ(指定カースト)=ヒンドゥーと登銃

入塾のきっかけ:夫の死から l年後、 Bijap町在住の母の友人(かつて自分の息子を入れていた)件単塾

を紹介

家族 年齢 職業 備考

父 2∞5年死亡(体が痛いと言い出し、突府Eんだ)。
祖母 無職

母 35 クーリー クーリーは季節労働 (6"-'8月)。

禅塾をはじめは学校だ、と思ってしザー

PsnnaBには僧侶でなく、稼ぎ、手になってほししも

(市の清掃業務Rs.4α泊/月もある可能性あり)

PsnnaB. 14 9年生・僧侶 将来はエンジニアになりたしも

弟 8 3年生

聖生の最州三齢は 11歳、最長年齢は 14歳で、出身コミュニティぽ正に仏新走であることもあれば、

ヒンドゥーのままのこともあるが、すべての塾生の実家でアンベードカルを敬っている。したがって、

コミュニティ全体が仏新走とし、う村の出身者もし判ま、近隣にOBCやムスリム、カースト ・ヒンドゥー

と油生している村の出身者もし、丸

アンベードカルについてはl名(入塾当初10歳の最年少)を除く全員が禅塾に来る前から知ってしザら

ブッダや仏教に関しては全員枠単割こ来るまで知らなかったと応え九
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し吋苛1の実家も、コミュニティ内では貧しく、扇風機・ TV・冷蔵庫とし、った電化製品はほとんど、如、

家庭だった。携帯電話も、働き手の男性を含め、誰も所有していない。子弟を禅塾に入れなければ義務

教育を受けさせるのも困難な家庭で、あった。

3-4考察

聖生の家庭訪問を実施した率直な感想は、彼らの出身家族は経済的な困窮家庭だということたコミ

ュニティの他の家庭に比較して、家も簡素で、モノが極端に少なし、。我々の訪問に興奮したコミュニテ

ィ成員が携帯のカメラで、写真や動画を撮る光景が比較的多かったが、塾生の家庭には携帯電話カミなく、

そもそも電気が通っていない場合が多かっt~ 8名のうち2組は兄弟で、あるため、実質的には6家庭であ

るが、 2家庭は父親が最近5年以内に死亡した市制争な母子家庭、別の2家庭は父親が生存はしているもの

のある種の「不在」家庭 (1家庭ぽ畑癖があり溺矢に暴力を振るって迷惑をかける父親で、あり、もう l

家庭は出稼ぎ労働者で荷主)であり、残る 2家庭のみが父親が生活費を入れ、 一家の大黒柱として機能

している。しかし健全な父親のいる 2家庭でさえも不安定な日雇い労働者である。ちなみに、ホラヤの

伝統糊商業に就いている者は、今回の調査ではしなかった。

そのようなコミュニティにおける脆弱家庭ではあるものの、親戚や友人・知人にコミュニティの有力者

がおり、その人を介して禅塾とし、う相生を知り、子どもの教育のために数十キロから数百キロ南街Lたビ、

ジャフ。ルまで、子どもを送っているとし、うことが共通点で、あっ丸禅塾は塾生募集に際して新聞広告など

をするが、この8名に関しては、全員口コミで、あった。

禅塾がなかりせば、義務教育といえども受けられない家庭の子弟である。したがって親は、子どもと

物理的に鰍Lることの別離の悲しさはあるものの、それを我慢すれば、側斗で12年生までの教育を受け

させることができ、食事をさせることができる。出身コミュニティにおいて 12年生というのは学歴とし

て非常に高く、公務員やエンジニア、医者としりた社会自守地(立と経済的に安定する耳樹重lこつくための最

低限の学歴を保証することができる。

筆者は全員叫呆護者に、息子州首侶になることを望むカ噴したが、今回家庭訪問した 8名の親のいず

れも、将来僧侶になってほしし叱は応えなかっ九返答の言葉を濁す場合もあったが、家計を支えるた

めに学歴をつけ就業して欲しし、と明確に述べる者もいた。これに対し、筆者は日本やチベット社会の例

を引いて、僧侶でも教員、医者、弁護士、社会活動家などになっている者はいることを示したが、僧侶

が俗人の仕事をも兼務することについては瑚手できないようで、あった。僧侶(という仕事)カト一般の就

業かの二者択一式の思考をしていた。仏教僧に関しては、生産活動に携わらない宗教活動をする人間と

捉えているようである。
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親の多くは禅塾を「寄宿学校」と認識しており、宗教描設とは知らない者もし叱。したがって、自分の

息子の剃髪した僧衣姿を初めて見たとし、う者もし寸こ。「びっくりしたけれど、ちゃんと教育を受けられる

のであれば何も言わない」と述べたことも印象深かった。聖生本人たちも、僧侶になることを希望する

のは2010年11月の調査時点、でl名のみで、残りはエンジニアキ教員などの職に就くことを希望した。

上記のように、禅塾はその車念において「アンベードカルについて学び、仏教師見座を持つ地蛾のリ

ーダーとなる人材を育成しようとする試み」であるが、その実において現時点では困窮家庭のセーフテ

イネッ トとしての性格が5齢、ことがわかる。

4.禅塾の土地と運営をめぐる問題

4-1.禅塾の土棚婦と運営をめぐる問題の繍鞠要

禅聖ゆ運営は、ボディ僧侶や聖生自身の就学意欲や社会改革に対する意欲とし、ったソフト面が重要で、ある

ことは異論を待たないが、寄宿制の生活を可能にするインフラの整備とそのノ¥ードを維持するためのマネジメ

ントも対当すことはできない。禅動コ運営を物心両面で支える地市主家仏新走の支援実態を以下に述べる。

禅霊長つ運営を担う組織としては、 1980年代に倉較されたBuddhaNinnan Samiti (仏教朝涜建設委員会。以下、

BNS)があり、会長 1名以下、常設委員 10名で、運営された寺院を建設・維持する目的を持つものがある。カル

ナータカチト|に登録済みの組織で、会長(叶悶dent)、副会長(Vice-president)、幹事(Secretary )、副幹事

(Vice-secretary )会計(Treas町er)と6名の幹部(Executivemember)から構成される。初代会長は、後述する

1980年代の土地防軍わ際に尽力したJumnar氏、現会長は、R.C.Kyatan氏(AdditionalComissioner)で、ある。

ホラヤはじめ仏教に関心を寄せる地元の被抑圧者の大多数は土地を持たないため、 1980年代は、ピジャフ。

ル市とその周辺の仏教徒が協力して寺院建設のための土j也取得に奔走した時期で、このときにBNSが倉殿さ

れt~ 1990年代半ばに政府の土地をBNSの名義に変更し、当時の委員が中心になって人々を動員し丸加

えてボデ、ィ僧侶他の寄付を投入し、現在の禅聖ゆ基礎となる建物を建設した.0その後、組織内部の事情により

都知コ増築・断善が停止してしも。

なお、本章における記主は、BNSの州、欧府への登録書類上での確認と、ボデ、ィ僧侶、禅聖Lを不定期に訪問

してくる地元の仏新走、塾生などからの聞き取り仇、およびこれら関係者カが3可澗側尉寺していた書欝宇類買やノ一トを中心にま

とめたものでで、ある。 BN陥S成員にも面会を申し込んで

なかつた。
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4-2 禅塾の土棚婦の鮒毒

1980年代-1994年:土地取得へ向けて

~ Marappa Kotek (軍人)、MarappaSonari (不明)、AyappaShindur (教員)他2名の計5名が力を合わせて、

土地を取得した。

》 元来蜘守の土1也だ、った2エーカー弱の土地を、 SCであるHolaya仏新走の共有財産にするために尽力

し九

》 政府から共有財産として譲渡が決まったものの、周りのカースト・ヒンドゥーが爾度を認めず、さまざまな

嫌がらせや圧力をかけてきたため、上言己の 3名が取得予定の土地の前に部屋を建て、住み込みで土地

を酎見した。

~ 1994年、ビ、ジャブ。/レ出身の仏新走で、マハーラーシュトラ州、|の警察長官官ったV出hvarinkaAkashi氏が10

万ルビーの現金を用意して、正式に仏新走の共有財産とし乞

1995年-2002年 BNSメン1¥'ーによる土地の私物化

~ 1995年、地鎮祭を行った。

》 初代会長は、 1980年代の土地取得の際に尽力した5名の中からJumnar氏が就任した。

~ 1990年代には、土地財尋に尽力した5名を追い出す形で当時40""'-'50代の世代の有力者がBNSに参入

し九

~ 1995年、 BNS新規参入者のA氏(仮名)が、佐々 井秀嶺僧侶をピ、ジャフ。ルの自分の勢力士出或に招き、地

所に建設した寺院の落慶法要を僻頁した。このとき佐々 井僧侶はホデ、イ・ダンマ僧侶を伴ってピジャフ。ル

を来訪した。これがボ、デ、ィ僧侶がピジャフ。ルと関わるきっかけとなった。

~ BNSメンバーとホデ、ィ僧侶を中心に、寺院と青少年育成施設を併設する禅聖詮建設する構想ボ出来上が

っ7こ。

》 構想、では、 BNSメンバーは月額500!レピーを積み立て、またBNSメンバーがそれぞ、れの地問の右家信

者に働きかけて禅聖建立のための寄付を募って経済面で、支え、塾生の指導や郁完の管習室など実務をホ

ディ僧侶が行ラ、とし、うもので、あった。

》 各メンバーはこの構想どおり島衆から寄付を集めたが、その資金のほとんどを自分や親族のために流用

してしまった。都完建設も予定より小規模になり、禅塾にし、たっては聖生の宿舎すら建てられなし、状況で

あったため、ホディ僧侶が日本からの寄付(1割是IL;を発こしましょう」の座禅会に出席した人たちによる

寄付)で現在の都免の基礎(50万ルビー)と屋根(120万ルビー)を支払ったO

》 毎月 500ルヒ。ーずつ(メンバー全員が積み立てれば毎月 5500ノレヒ。ー)の積み立ても全くなされなかっ
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た。

2003年~現在:停滞期

~ 2003年以降、禅聖卯運営と寺院の品樹寺費を賄うため、ホデ、イ・ダンマ・コンブ。レックスという名称をつけた

8車干の肩書由を、 一臨南につき月額1，500ノレピーで、貸し出すこととなっ丸鴎自の建設費はボデ、ィ僧侶が支

払った。8J苫舗が全て埋まれば、月額12.0001レピーの賃貸収入を得られることから、禅霊長つ運営と郁完の

細寺費を十分捻出で、きる予定で、あった。コンフ。レックスについては、8J古舗中4J古舗をBNS委員自身もし

くは委員の蜘矢が賃貸は。残りの1風船ボディ僧侶、他の3居舗は外部者が賃貸した。

》 開唐当初16も2005年10月までは、多少の遅延や不払いはあるが、BNS委員は支払いを行ってしももの

の、2005年11月以降、今日まで一切の支払いが停止した状態である。現在はBNS委員が賃貸する4J古

舗は全て不払し¥ボデ、ィ僧侶の臨南には外音防当ら携帯需舌ンョップが入り、他の 3居舗にもそれぞれ借

主がしも。月々 の賃餅ヰをまがりなりにも支払ってしものは、BNS委員以同外部者による 4鴎甫であ

る。

》 こうし、った状況で、あるため、禅霊長つ電気・ガス・水道代、食糧費、聖生の学費、日用品代、賄い女性2人の

雇用費など、運営費の全額をボディ僧侶が捻出している。これらの経済的な問題に対処するため、 2011

年2月からホデ、ィ僧侶はビ、ジャフ。ル市周辺で、月 4回の托鉢を開始し、米や立、金銭を托鉢して集めてい

る。

4-3.考察

現在のBNSは60'""'-'70代の世代を中心に運営され、彼らによる私物化が顕著である。その一方で、2002年

にピジャフ。ル市で、改宗した青年仏新走(30'""'-'40代)を中心に寺院に積極的に関わろうとする青年・壮年層がい

る。彼らは BNSのメンバーで、はないが、機動性の面からも寺院の実情を最もよく知る立場にある。現委員は高

齢者が多し、ため、世代交代の意味でも、今後青年層が都箔軍営の中心を担うことになろう。現在のところ BNS

の委員は現行委員の自薦・他薦で、決まっているが、世代交代し、委員選出も選挙になって、停止してしも郁完

の増築・修繕が再開されれば、さらに開けた組織となることが期待されている。

本件調査記乱て、禅聖卯成り立ちを知り、寺院建設までの儲撃を明らかにすることができた。また、BNSの

構造、内部における力関係、台頭する青年層との闘系などを確認した。
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5.結論と課題

ビ、ジャフツレの位置するカルナータカ十|、|をはじめ南インドでは、近年とみに幹線道路沿いにそびえ立つア

ンベードカル像をいたるところで目にするようになった。アンベードカルを信奉する被抑圧者層が多い

のであろうことが見て取れる。ボディ・ダPンマ僧侶の開催する集会や式典における布施にお札が混じる

ようになり、紺:蕎な数の出席者が携帯需役所有している現状を見るにつけ、彼らの相榊句な経済状態

の向上を肌で感じることが多くなっteaしかし、今回の調査で判明したように、個別に見れば、電気・

水道、清潔なし尿処理施設がなく、政府からの支援もほとんど受けられていない属がいることもよくわ

かっ丸仏教を取り巻く社会状況の中に、経済的貧困は重要なファクターとして荷主していることを、

この寸車の調査を通じて確認できた。

5-1 得られた成果

禅塾は、原則的に仏教僧侶育成機関としての役割を持つ。10代の青少年を対象として、見習し憎とし

ての共同生活を通して、学校教育と仏教教育を享受できる施設としての機能を有している。それを踏ま

えたうえで、禅生およびその親族への属性を調べ、禅塾に入塾する子弟の家庭環境、入塾理由、実家に

おける周辺コミュニティとの関係などを塾生本人とその親族の視献も聞き取り、仏耕句青少年育成施

設としての禅塾の儲ト意味・ネットワークを検証することが材高の目指すところで、あった。

得られた成果として、ポジティブ・ネガティブの両面を挙げることができょう。ポジティブな面とし

ては、 (1)禅塾は南インドにおけるボディ・ダFンマ僧侶の活動拠点としての役割を果たす。マノ¥ーラー

シュトラ川|などの仏新お軍動の活発な士出或に比して仏教僧や仏新走が圧倒的に少なし、出或におし、て、ア

ンベードカノレや仏教をまだよく知らない人々をエンパワーするスポットになっていることが判明した。

南インド各地の仏新走活動家がボディ僧侶に面会にくることもあり、異なる地域で活動する地域の仏教

徒同志の交流の場としての役割も果たす。(2)禅塾は教育施設であることから、経済的支援・人的支援

を目的として外国人や地元以外の人々を引き寄せてもいる。ボ、ディ僧侶が修行する日本の禅宗郁完や座

禅会、その他ボディ僧侶を支援する全世界の人々の資金とマンパワーカヰ単塾に引き寄せられる。この意

味でインドと日本をつなぐ結びの役目も果たしている。(3)現時点、における禅塾の主要な役割として、

切実な経済問題を抱える鵬ヨ家庭に対するセーフティネットとしての機能が最も重要である。これら脆

弱家庭には、当該コミュニティの有力者が親戚・友人・知人としてコンタクトを取れるJi!e:離におり、禅

塾を紹介されている。その地域有力者科単塾の前生を知る契機は、ボデ、イ・ダンマ僧侶の活動を知った

ことに始まっている。彼らの多くは2∞3年のバンガロールにおける8万人の改宗式の前後に撮影された
VCDIDVD によってボ、ディ僧侶の荊主を知るに至っている。 その 2ω3 年の改宗式は、 1990 年{-tf~半から
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のボディ僧侶による南インド 3州における却鑓な啓蒙活動が結実したもので、ある。禅塾が設立されたの

も2仰年である。(4)禅塾は、将来の仏新静士会を担う人材を育成する場としての役割も果たす。初期

の聖生で、あったボディ・プラッギャ僧侶が今や塾の運営側に携わり、カルナー夕刻、卜|内における仏新走

の活動を先導するなど、徐々にではあるが、確実に人材が育ちつつある。ボディ・プラッギャ僧侶も、

当時ω名ほどしザこ聖位の中の l人で、あった。僧侶になり、社会活動を担うまでに成長した。また、細或

の有力者とまではいかないが、仏教青年会の中核メンバーを務める者同墨俗したかつての塾生で、あった

りする。

以上を総じて、禅塾は、仏式の儀礼を執り行し、たし、地元の仏新走コミュニティもしくは仏教に強し、関

心を寄せるコミュニティの需要を満たし、かつ経済的に困窮する家庭の子弟を受け入れて教育・経済支

援をするとともに、外国人を含めた外部者とのプラットフォームを提供する施設として機能している。

ネガティブな面としては、 BNS の私物防湛だしし、ことが判明し九現在、 主に6O~70 代の BNS の

メンノ〈ーにとって、最初に仏教佑軍動の中心地としてのナーグフツレ市で活躍していた佐々井僧侶をビジ

ャフツレlこ招鴨したのは自分たちだ、という自負があり、佐々井僧侶の弟子たるボ、ディ僧侶をこの師弟関係

において軽んじる傾向がある。BNSとボディ僧侶の聞にミスコミュニケーションが生じると、ボデ、ィ僧

侶との直張的な話し合し、とし、うよりも、佐々井僧侶へ仲裁を僻貢するという事態になっている。今回の

調査中に、 BNS成員への面会を申し入れたが全く定見しなかった。筆者件単塾に滞在しつつ調査を行っ

ていたため、ボデ、ィ僧侶{則の人間と思われた可能性が高いが、 筆者の調査目的や立場を説明する機会も

持つことがで、きなかった。地元の仏新走も、地域の名士たるBNS成員に異議を申し立てたり、世f校代

を迫るようなことは、インドの伝統としても道徳的にもできなし、と感じてし、る。他方、ある地元仏新走

からは「彼らは高齢だから、直に寿命が尽きるだろう」としづ発言もみられt~ 禅塾に集う仏教徒は、

年功や士出或における経済力、コミュニティに対する過去の貢献によって、 BNS成員としての地位を許し

はするが、過去に集めた資金のほとんどが寺l箔軍営に利用されていないこと等を不満に思うものの、直

談判するなり、 BNSからの古新壬を迫るとし、った事態まで、は至っていなし、。現在のところ、 BNSとボディ

僧侶の問で取り決められた禅聖漣営資金の調達方法や活用方法などに関する詳細を知るのは、地元の仏

新走の中で、もボ、ディ僧侶と近しし激名のみである。BNSの不名誉になることまで喧伝することもなし、の

だが、ボディ僧侶にとって禅塾の運営資金調達と運用は塾生がし、る限り恒常的に発生するものであり、

塾生やその家庭は費用を一切負担していないことから、ボ、ディ僧侶一人の双肩にかかっている。特に寄

宿生活を成り立たせるための費用の工面に非常に時間とエネルギーを投入しなければならないとし、う点

でかなりの負担になってしも。上述した人間関系および財脚怜理由により、禅塾は運営面での苦境に

立たされている。ボデ、ィ僧侶キ禅塾を経済的に支える在家信者の協力が不可欠で、ある。現在のBNSとボ
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デ、ィ僧侶が和解する、もしくはBNSの民主主義世代交代カミ行われる等の事態にならない限り、今後は禅

塾の存続そのもののを脅かす事態に発展するかもしれなし、

5-2.今後の課題

何度も述べたように、塾生のネッ トワーク周辺には、当該コミュニティの有力者が親戚・友人 ・知人

として配置されている。親戚や知人に有力者がし、ること自体、そのコミュニティ内においては本来影響

力を持つはずの家庭なのかもしれなしLたとえば、 「父親が鮪主で、あれば」等のいくつかの条件が整えば、

彼らはl鵬5家庭で、はなかったのかもしれな川

また、ホラヤはその内部に6層のサブカースト持っと聞いた(ちなみにマハールはその内に 12と1/2

のサブカーストを有する)。今回の調査ではこの詳細について確認が取れていないが、ホラヤ内における

ヒエラルキーが塾生となる際のフィルターの役割をしている可能性も否定できなしL同一コミュニティ

内におけるパワーバランスについては、今後の調査でつきとめてみたい。

今回の調査は、ビ、ジャフ。ル市の禅塾という極めて持出で起きている現象を明らかにするためのもので

あるが、ボディ僧侶は彼らのコミュニティとの交流を通して、着実に仏新お軍動を推進している。ミク

ロの活動がマクロと連動する萌芽がここにある。しかし、この構湖朝は容易ではなしL現代インド研

究という大きな桝且みの中で、多くの困難を抱える下層民衆の全体像を描き出しつつ、かっ人々の抱え

る困難とそれを克服する試みが社会運動となって一定の動きを見せている倣且みと構造を捉えること

ができるのかとしづ課題について、今後も羽織し明らかにしてして。

以上
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